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  # of obs = 122 
Prob > F = 0.0010 
R-squared = 0.1103 
Adj R-squared = 0.0953 
A°u|²·v£¸®µ Coef. Std. Err. P > |t| 
'|±¸®µ_[ʢɋƭ .3343862 .0902564 0.000 
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1. とても積極的である（→Q4へ） 3. どちらともいえない(→Q6へ) 4. あまり積極的ではない（→Q5へ） 



















1. 設立後3年未満 4. 設立後１０年以上 
2. 設立後3年以上5年未満 5. 成果があがった新規事業はない 
3. 設立後５年以上１０年未満  
 
1. はい 2. いいえ 
  2 
Q7. ベンチャー企業との連携におけるリスク評価について、社内で明確な評価基準を設けていますか。 




1. 事業性（技術・サービスの優位性） 4. 経営資源（経営陣の経歴） 
2. 事業性（品質管理など） 5. 経営資源（財務体質など） 
3. 市場性（市場規模、成長性） 6. その他（                  ） 
 
Q9. Q8で回答された中で、最も重要視している項目は何ですか。（ひとつだけ○） 
1. 事業性（技術・サービスの優位性） 4. 経営資源（経営陣の経歴） 
2. 事業性（品質管理など） 5. 経営資源（財務体質など） 
3. 市場性（市場規模、成長性） 6. その他（                  ） 
 
Q10. ベンチャー企業との新規事業開発において明確な撤退基準を設けていますか。 
1. はい（→Q11へ） 2. いいえ（→Q12へ） 
 
Q11. 撤退の最終判断をするのは誰ですか。（ひとつだけ○） 
1. 経営層 3. 現場の担当者 




1. 製品開発のスピードアップ 4. 研究開発などのコスト削減 
2. 社内リソースにない技術・アイデアの獲得 5. その他（                   ） 




1. 買収 4. 開発契約締結 
2. 合弁 5. 提携 
3. 出資 6. その他（                     ） 
 
Q14. Q13で回答した中で最も多い連携形態をお答えください。（ひとつだけ○） 
1. 買収 4. 開発契約締結 
2. 合弁 5. 提携 




















A 製品化、事業化前で課題が明確な場合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
B 製品化、事業化後で課題が明確な場合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
C 製品化、事業化前で課題が明確でない場合 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 




1. はい（→Q17へ） 2. いいえ（→Q23へ） 
 
Q17. （Q16で「1.はい」と回答した方に）その担当部門の人数は何人ですか。（ひとつだけ○） 
1. １名～5名 3. １０名～１５名 
2. ６名～１０名 4. １６名以上 
 
Q18. （Q16で「1.はい」と回答した方に）その担当部門の平均年齢は何歳ですか。（ひとつだけ○） 
1. ２９歳以下 4. ５０～５９歳 
2. ３０～３９歳 5. ６０歳以上 




1. 新規事業開発専任者のみで構成されている 3. 専任、兼任の両方いるが専任者の方が多い 
2. 他部門との兼任者のみで構成されている 4. 専任、兼任の両方いるが兼任者の方が多い 












4. その他（                                                        ） 
 
Q22. （Q20で「1.はい」と回答した方に）情報共有の頻度はどのくらいですか。（ひとつだけ○） 
1. 随時 4.１ヶ月に１回程度 
2. 週に１回程度 5. 3ヶ月に１回程度 







4. その他（                        ） 
 
Q24. ベンチャー企業と連携する新規事業開発部門の年間予算はいくらくらいですか。（ひとつだけ○） 
1. ２００万円未満 4. １，０００～３，０００万円未満 
2. ２００～５００万円未満 5. ３，０００万円以上 
3. ５００～１，０００万円未満  


















A 私たちの会社は、業界の既存製品・サービスと抜本的に異なる革新的なものを作り出すことはめったにない。 1 2 3 4 5 
B 私たちの会社は革新的新技術をベースとした製品・サービスを作り出す他社に後れをとっている。 1 2 3 4 5 
C 私たちが業界の既存製品・サービスと抜本的に異なる革新的なものを作り出すことは、それほど難しいことではない。 1 2 3 4 5 
D 私たちは新製品・サービスの売上改善により自社の既存製品・サービスの売上が犠牲になることを厭わない。 1 2 3 4 5 
E 私たちは既存製品・サービスの売上を奪うような新プロジェクトに反対しがちである。 1 2 3 4 5 
F 私たちは既存の投資の価値を失わせてしまうような新技術に対して積極的ではない。 1 2 3 4 5 
G 私たちの会社は既存顧客と比較して、将来的な顧客により主軸を置いている。 1 2 3 4 5 
H 私たちの会社の市場調査は、既存顧客のニーズよりも、将来顧客のニーズを得ることにより注力している。 1 2 3 4 5 
I 私たちは、業界の変化（競合、技術、規制など）への感知が遅い。 1 2 3 4 5 
J 私たちの会社は現在よりも将来性に重きを置いている。 1 2 3 4 5 
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Q26. （つづき） 
 





K 私たちの会社のマネージャーは、めったにリスクを取る決定をしない。 1 2 3 4 5 
L 他社に比べ、私たちはハイリスク・ハイリターンな投資を好む傾向がある。 1 2 3 4 5 
M 私たちは、その真価がまだわからないベンチャービジネスに参加したがらない。 1 2 3 4 5 
N 私たちはリスクを承知で賭けに出ることもしばしば必要なことであると信じている。 1 2 3 4 5 
O 私たちの会社では、新製品・サービスのアイデアを持った社員が会社からサポートを受けることはない。 1 2 3 4 5 
P 私たちの会社の経営陣は、新製品・サービスのアイデアを推進する社員を強力にサポートする。 1 2 3 4 5 
Q 私たちはイノベイティブな社員に対し、金銭的な報酬を惜しまない。 1 2 3 4 5 
R 私たちはイノベイティブな社員に対して、多くの金銭的ではない報酬（表彰や社員の自主性の尊重など）を与えている。 1 2 3 4 5 
S 私たちの会社では、新製品開発の全ての段階において、会社の承認が必要である。 1 2 3 4 5 
T 私たちの会社では、いくつかの戦略的な行動においては、会社の承認を得るまでに事業部単位で行動することが出来る。 1 2 3 4 5 
U 私たちの会社の事業部は、他の事業部が受け持つ市場に頻繁に参入することがある。 1 2 3 4 5 





















1. 製造業 4. 建設・土木・不動産業 7. 医療・健康関連サービス業 
2. 商社・卸売・小売業 5. 情報処理・ソフトウェア業 8. その他サービス業 
3. 金融・証券・保険業 6. 教育・研究関連サービス業 9. その他の業種・産業 
 
F3. 貴社の従業員数はどのくらいですか。（ひとつだけ○） 
1. ２９９人以下 4. １,０００～２,９９９人 7. １０,０００～１９,９９９人 
2. ３００～４９９人 5. ３,０００～４,９９９人 8. ２０,０００人以上 
3. ５００～９９９人 6. ５,０００～９,９９９人  
 
  8 
F4. 貴社の２０１３年度の単体ベースでの年間売上高（２０１３年度が不明の場合は２０１２年度）はどれ
くらいでしたか。（ひとつだけ○） 
1. １億円未満 3. １０億～１００億円未満 5. １,０００億～１兆円未満 




1. ０％ 4. ５～１０％ 7. ５０％以上 
2. ０～１％ 5. １０～３０％ 8. わからない 




1. 経営者・役員 4. 財務・経理 7. その他 
2. 経営企画 5. 広報・宣伝 （             ） 
3. 総務・人事 6. 企画・調査・マーケティング  
 
F7. あなたの役職は次のどれに相当しますか。（ひとつだけ○） 
1. 経営者 4. 部長クラス 7. 一般社員 
2. 役員クラス 5. 課長クラス 8. その他 
3. 本部長クラス 6. 主任・係長クラス （             ） 
 
～ ご協力ありがとうございました ～ 
